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☎0745-82-8000（代）

市役所の開庁時間
午前 8時 30分～
　　　午後 5時 15分

（土・日曜日、祝日、
　　　　年末年始は閉庁）

１
年
間
健
康
で
人
間
ド
ッ
ク

無
料
受
診
券
を
ゲ
ッ
ト
！

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
へ

健
康
推
進
奨
励
事
業
を
実
施
し
ま
す

　
特
定
健
診
や
医
療
を
受
け
て
い
な

い
方
の
中
に
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

備
群
や
、
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い

る
可
能
性
の
あ
る
方
も
お
ら
れ
ま

す
。
重
症
化
す
る
と
高
額
な
医
療
費

が
必
要
と
な
る
上
、
日
常
生
活
に
も

大
き
な
支
障
が
で
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
国
保
で
は
国
保
運
営

資格期間とは？
◎国民年金の保険料を納めた期間や免除された期間
◎サラリーマンの期間（厚生年金保険や共済組合など）
◎年金制度に加入していなくても資格期間に加えること

ができる期間
　①昭和 61 年 3 月以前にサラリーマンの配偶者だった

期間
　②平成 3 年３月以前に学生だった期間
　③海外に住んでいた期間　　　
　④脱退手当金の支給対象となった期間          など
これらの期間が合計で 10 年以上あると対象となります

対象となる方は手続きが必要です
　　資格期間が 10 年以上 25 年未満の方には、日本年

金機構より年金請求書が順次郵送されています。

＊国共済、地共済および私学共済に加入した期間がある
方は、生年月日に関係なく、6 月下旬以降にお送りし
ます。

【手続き先】
◎最後に加入していた年金制度が国民年金または共済組

合の方で
　　① 全ての加入期間が国民年金第 1 号被保険者（自営　　

業など）➡市役所または各地域事務所
　　② 国民年金第 3 号被保険者・厚生年金保険や共済組

合の加入期間がある方　➡お近くの年金事務所
　◎最後に加入していた年金制度が厚生年金保険の方　
　　➡お近くの年金事務所

問日本年金機構 桜井年金事務所（☎ 0744・42・0033）
問保険年金課（☎ 82・3672 ／ IP ☎ 88・9086）

新たに年金を受けとれる方が増えます
　～資格期間が10年以上となれば
　年金を受けとれるようになりました～

送付期間 年金請求書が送付される方
2月下旬～ 3月下旬 大正 15年 4月 2日～昭和 17年 4月 1日生
3月下旬～ 4月下旬 昭和 17年 4月 2日～昭和 23年 4月 1日生
4月下旬～ 5月下旬 昭和 23年 4月 2日～昭和 26年 7月 1日生

5月下旬～ 6月下旬 昭和26年7月2日～昭和30年10月1日【女性】
昭和26年7月2日～昭和30年8月1日生【男性】

6月下旬～ 7月下旬 昭和30年10月2日～昭和32年8月1日生【女性】
大正 15年 4月 1日以前生まれ

の
健
全
化
に
貢
献
し
、
積
極
的
に
健

康
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
被
保
険
者

世
帯
に
対
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
無
料

で
受
け
て
い
た
だ
け
る
宇
陀
市
国
民

健
康
保
険
推
進
奨
励
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

○
前
年
１
年
間
（
事
業
実
施
年
度
の

前
々
年
度
の
3
月
１
日
か
ら
前
年

度
の
2
月
末
日
ま
で
）
に
世
帯
に

属
し
た
被
保
険
者
が
保
険
診
療
を

受
け
な
か
っ
た
世
帯

○
前
年
度
に
、
特
定
健
康
診
査
の
対

象
に
な
る
被
保
険
者
全
員
が
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
る
世
帯

○
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯

　
対
象
の
世
帯
に
は
、
対
象
と
な
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
決
定
通
知
書

と
人
間
ド
ッ
ク
無
料
受
診
票
を
６
月

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

問
保
険
年
金
課

（
☎
82
・
３
６
７
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
６
）

健

康

・

福

祉

H
e
a
lt
h
&
W
e
lf
a
r
e

地
域
の
介
護
予
防
活
動
を
支

援
し
ま
す
！

　
地
域
の
高
齢
者
が
自
ら
活
動
に
参

加
し
社
会
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
団
体

や
、
地
域
で
介
護
予
防
の
た
め
の
自

発
的
な
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
団

体
を
支
援
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
26
日
（
金
）

　
午
前
9
時
30
分
～

【
場
所
】
市
役
所
　
会
議
室

※
説
明
会
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。

問
介
護
福
祉
課

（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

お
知
ら
せ
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く
ら
し
・
環
境
　
他

○
自
社
製
品
の
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
た
継

続
的
な
製
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
新

規
作
成
に
係
る
経
費

※
既
存
媒
体
の
増
刷
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

費
は
対
象
外

※
印
刷
に
伴
う
経
費
に
つ
い
て
は
、
１
万
枚
を

超
え
な
い
範
囲
に
限
る

特
産
品
お
よ
び
名
産
品
の
認
定

【
対
象
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の

団
体
、
個
人
で
、
宗
教
活
動
ま
た
は
政
治
活

動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
な
い
こ
と
。

【
申
請
期
間
】
５
月
8
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

【
審
査
】審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
宇
陀
市
特
産
品
お
よ
び
名
産
品
の
認
定

　
認
定
を
受
け
る
と
「
認
定
マ
ー
ク
」（
費
用

は
申
請
者
負
担
）
を
商
品
に
貼
り
付
け
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
の
優
れ
た
商
品
で
あ
る
こ
と
が

明
示
で
き
ま
す
。

　
宇
陀
の
産
業
活
性
化
の
た
め 

　  
市
内
で
の
事
業
活
動
を
支
援
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問 

産
業
企
画
課
（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５
）

宇
陀
市
商
品
販
路
拡
大
補
助
事
業

う
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
シ
ス
ト
補
助
金

　
市
の
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
新
規
商
品

の
開
発
や
販
路
拡
大
事
業
に
対
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法
人
そ
の
他
の

団
体
、
個
人
で
、
宗
教
活
動
ま
た
は
政
治
活

動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
な
い
こ
と

【
交
付
額
】
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
限
額
１
０
０
万
円
）

【
申
請
期
間
】
５
月
8
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

【
審
査
】審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

■
開
発
事
業

【
主
な
審
査
基
準
】
○
新
規
性
　
○
地
域
性
　

　
○
創
意
工
夫
性
　
○
実
現
性
　
○
発
展
性

【
補
助
対
象
経
費
】
○
謝
金
　
○
旅
費
　
○
原
材

料
費
　
○
設
備
整
備
費
　
○
委
託
費
　
○
雑

費
　
○
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
経
費

■
販
路
拡
大
事
業

【
主
な
審
査
基
準
】　
○
新
規
性
　
○
公
益
性

　
○
実
現
性
　
○
発
展
性

【
補
助
対
象
経
費
】

○
自
社
製
品
の
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
た
市

外
で
の
商
談
会
・
展
示
会
・
物
販
へ
の
参
加
・

出
展
に
係
る
経
費
（
出
展
料
・
会
場
使
用
料
・

交
通
費
等
）

【
名
産
品
の
認
定
基
準
】
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
市
内
で
生
産
も
し
く
は
収
穫
ま
た
は
製
造
さ

れ
る
物
品
（
農
林
水
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工

品
ま
た
は
工
芸
品
）
で
あ
る
こ
と

○
名
称
や
意
匠
が
市
と
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と

○
品
質
・
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
て
い
る
こ
と

○
１
年
以
上
の
販
売
実
績
が
あ
る
こ
と

○
物
品
、
そ
の
生
産
加
工
設
備
等
が
食
品
衛
生

法
等
の
関
係
法
令
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

○
物
品
の
安
定
的
な
生
産
供
給
が
可
能
で
、
一

般
流
通
経
路
に
お
い
て
購
入
可
能
な
こ
と

○
市
内
で
知
名
度
が
あ
る
こ
と

○
そ
の
他
、
市
の
名
産
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

も
の
で
あ
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　

【
特
産
品
の
認
定
基
準
】
全
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
市
内
で
生
産
も
し
く
は
収
穫
ま
た
は
製
造
さ

れ
る
物
品
（
農
林
水
産
物
お
よ
び
そ
の
加
工

品
ま
た
は
工
芸
品
）
で
、
市
を
代
表
す
る
も

の
○
歴
史
的
な
背
景
が
あ
り
、
気
候
風
土
や
文
化

風
土
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
宇
陀
市
固
有

の
も
の
で
あ
る
こ
と

○
全
国
的
に
知
名
度
が
あ
る
も
の
　
　
　
な
ど

※
現
在
の
特
産
品
は
毛
皮
革
製
品
・
吉
野
本
葛
・

ダ
リ
ア
・
大
和
茶
・
磨
き
丸
太
・
宇
陀
金
ご
ぼ

う
・
宇
陀
黒
大
豆
の
7
品
目
で
す
。
こ
の
品
目

の
認
定
申
請
は
年
中
受
付
し
て
い
ま
す
。

宇
陀
市
中
小
企
業
等
施
設
改
修
・
設

備
投
資
補
助
金

　
市
産
業
と
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市

内
中
小
事
業
者
の
行
う
施
設
改
修
や
設
備
投
資

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

〇
市
内
で
活
動
す
る
製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売

業
・
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
お
よ
び
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
中
小
企
業
者

〇
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
　
　
　
　
な
ど

【
交
付
額
】
補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

　
　
　
　（
50
万
円
以
上
、上
限
額
１
０
０
万
円
）

　
※
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

【
補
助
対
象
経
費
】

■
施
設
改
修

　
市
内
事
業
者
と
契
約
し
行
う
既
存
施
設
の
改

修
工
事
費
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
除
く

〇
住
宅
部
分
ま
た
は
施
設
と
別
棟
の
倉
庫
、
駐

車
場
等
の
改
修
工
事

〇
造
園
、
門
扉
、
塀
ま
た
は
外
構
の
み
の
工
事

〇
下
水
道
接
続
の
み
と
な
る
配
管
工
事

〇
住
宅
を
含
む
場
合
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
備

工
事

〇
施
設
改
修
工
事
を
伴
わ
な
い
解
体
工
事

〇
施
設
改
修
や
内
装
改
修
を
伴
わ
な
い
電
化
製

品
等
の
取
替
工
事

■
設
備
投
資

　
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
設
備
投
資
費

〇
取
得
価
格
が
1
つ
に
つ
き
10
万
円
以
上
の
こ
と

〇
事
業
の
拡
大
や
生
産
効
率
の
向
上
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
り
、
直
接
的
に
事

業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

〇
中
古
品
ま
た
は
リ
ー
ス
契
約
に
基
づ
く
も
の

で
な
い
こ
と

〇
市
内
の
施
設
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
い
ず
れ
も
、
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
事

業
が
完
了
し
、
実
績
報
告
書
が
提
出
で
き
る
事

業
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
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【
制
度
内
容
】

○
融
資
限
度
額
…
５
０
０
万
円
（
運

転
資
金
）　
１
０
０
０
万
円
（
設

備
資
金
）　
併
用
は
不
可

○
資
金
の
用
途
…
運
転
資
金
お
よ
び

設
備
資
金

○
償
還
方
法
…
毎
月
元
金
均
等
分
割

返
済
（
設
備
資
金
の
み
据
置
６
か

月
以
内
で
可
）

○
連
帯
保
証
人
…
原
則
と
し
て
個
人

は
不
要
、法
人
は
代
表
者
一
人（
別

途
必
要
な
場
合
あ
り
）

○
利
息
…
利
率
２
・
１
７
５
％
（
内

１
％
を
市
が
利
子
補
給
）「
条
件

あ
り
」

○
保
証
料
…
市
が
７
割
負
担
、
借
手

は
３
割
負
担
「
条
件
あ
り
」

※
融
資
総
額
に
は
限
度
が
あ
り
、
受

付
順
で
す
。
ま
た
、
利
息
は
変
動
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】
６
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時
～

【
場
所
】
商
工
観
光
課

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め

に
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
有
害
鳥
獣
防
除
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

助
成
事
業

　
被
害
防
除
の
た
め
狩
猟
免
許
を
取

得
す
る
方
に
、
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方

【
金
額
】
１
万
円
以
内

【
締
切
日
】
10
月
31
日
（
火
）

■
有
害
鳥
獣
捕
獲
共
同
取
組
事
業

　
自
治
会
等
共
同
で
捕
獲
檻
を
管
理

す
る
経
費
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

【
対
象
】
自
治
会
お
よ
び
農
家
組
合

【
要
件
】
新
た
に
狩
猟
免
許
を
受
け

た
者
２
人
を
含
む
３
人
以
上
で
捕

獲
檻
を
管
理
す
る
こ
と

【
金
額
】
４
万
円
以
内

【
締
切
日
】
10
月
31
日
（
火
）

■
有
害
鳥
獣
防
除
施
設
設
置
被
害
防

除
事
業

　
鳥
獣
害
防
止
柵
を
設
置
す
る
た

め
、
購
入
す
る
資
材
経
費
に
対
し

て
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請

期
限
ま
で
に
設
置
の
完
了
し
て
い
る

鳥
獣
害
防
止
柵
が
補
助
対
象
と
な
り

宇
陀
市
中
小
企
業
融
資
保
証

制
度
を
案
内
し
ま
す

　
市
内
の
中
小
企
業
者
を
対
象
に
、

事
業
経
営
に
必
要
な
運
転
資
金
や
設

備
資
金
の
融
資
を
行
い
ま
す
。

【
申
請
資
格
】

　
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
定
め
る

業
種
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者

で
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

○
奈
良
県
信
用
保
証
協
会
の
普
通
保

証
制
度
の
信
用
保
証
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

○
個
人
…
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

　
法
人
…
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以

上
事
業
所
（
本
店
）
を
有
し
て
い

る
こ
と
。

○
事
業
を
１
年
以
上
継
続
し
て
経
営

し
、
今
後
も
継
続
し
て
営
む
こ
と

が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

○
本
制
度
の
残
高
（
返
済
期
間
）
が

な
い
こ
と
。

○
暴
力
団
員
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

○
そ
の
他
（
保
証
協
会
か
ら
代
位
弁

済
を
さ
れ
て
い
な
い
方
等
）

※
本
融
資
を
受
け
ら
れ
、
早
期
に
繰

上
返
済
を
さ
れ
た
方
は
、
当
初
の
返

済
期
間
中
で
も
新
た
に
本
融
資
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
受
付
時

に
は
完
済
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出

が
必
要
）

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　
こ
の
調
査
は
日
本
の
製
造
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
も
の

で
す
。

　
調
査
は
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
、
６
月
１
日
を
基
準
に
行
い

ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け

て
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
企
画
課

（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

ま
す
。

※
中
山
間
直
接
支
払
対
象
地
は
補
助

対
象
外

【
対
象
】
市
内
で
農
業
等
を
行
っ
て

い
る
方

【
交
付
額
】
１
ｍ
当
た
り
３
０
０
円

以
内

【
締
切
日
】
11
月
30
日
（
木
）

農
業
振
興
を
図
る
た
め
助
成

し
ま
す

■
農
地
・
農
業
用
施
設
維
持
管
理
に

伴
う
重
機
借
上
げ
事
業

　
今
年
度
内
に
農
地
・
農
業
用
施
設

の
維
持
管
理
・
補
修
・
改
修
や
自
然

災
害
の
被
害
か
ら
復
旧
す
る
場
合

に
、
重
機
を
借
上
げ
る
経
費
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

※
国
・
県
等
の
類
似
補
助
を
受
け
る

場
合
は
補
助
対
象
外

【
対
象
】
自
治
会
・
農
家
組
合
・
受

益
者

【
交
付
額
】

○
農
地
：
借
上
げ
金
額
の
１
／
２
以

内
（
上
限
額
２
万
５
千
円

　
※
１
日
分
の
み
）

○
農
業
用
施
設
：
借
上
げ
金
額
の
１

／
２
以
内
（
上
限
額
３
万
５
千
円
　

※
２
日
分
の
み
）

■
暗
渠
排
水
設
置
事
業

　
今
年
度
内
で
農
地
に
暗
渠
排
水
設

備
を
設
置
す
る
経
費
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

※
中
山
間
直
接
支
払
対
象
地
お
よ
び

他
の
暗
渠
排
水
等
補
助
金
事
業
箇
所

は
補
助
対
象
外

【
対
象
】
市
内
在
住
で
農
業
を
営
む

個
人

【
交
付
額
】
１
ｍ
当
た
り
３
０
０
円

以
内

【
締
切
日
】
10
月
31
日
（
火
）

■
雨
除
け
ハ
ウ
ス
設
置
事
業

　
今
年
度
内
で
２
ア
ー
ル
以
上
の
農

業
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
新
た
に
設
置

す
る
資
材
費
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。

※
国
・
県
等
の
類
似
補
助
を
受
け
る

場
合
は
補
助
対
象
外

【
対
象
】
市
内
在
住
で
農
業
を
営
む

　
個
人

【
交
付
額
】
資
材
費
の
１
／
２
以
内

　（
上
限
額
50
万
円
）

【
締
切
日
】
10
月
31
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
宇
陀
市
の
農
業
振
興
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

問
農
林
課
（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

産
業
・
ま
ち
づ
く
り
　
他

お
知
ら
せ

　2017年5月号29

宇陀市
全域

市街化区
域除く

地目 利用 賃借料（円 /10a/ 年）データ数(筆）

田 水稲作

最高額 20,000

38最低額 700

平均額 10,295

畑 普通畑

最高額 20,000

40最低額 600

平均額 5,818

■
農
地
転
用
す
る
と
き
は
、
農
地
法

に
よ
り
事
前
の
許
可
が
必
要
で
す

【
農
地
の
自
己
転
用
を
行
う
場
合
】

　
　
　
　
農
地
法
第
4
条
許
可
申
請

【
農
地
の
所
有
権
移
転
等
と
転
用
を
同

時
に
行
う
場
合
】

　
　
　
　
同
法
第
5
条
許
可
申
請

【
市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
転
用
す
る

場
合
】　
同
法
第
4
条
5
条
届
出

○
転
用
に
つ
い
て
は
、
他
法
令
の
許

可
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
農
振
法
・
都
市
計
画
法
等
）

○
許
可
後
に
お
い
て
転
用
目
的
を
変

更
す
る
場
合
は
事
業
計
画
の
変
更

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
許
可
を
受
け
な
い
で
無
断
で
農
地

を
転
用
し
た
場
合
や
、
転
用
許
可
に

係
る
事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
農
地
法
違
反
と

な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
等

の
命
令
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
違
反
転
用
や
違
反
転
用
に

お
け
る
原
状
回
復
命
令
違
反
に
は
罰

則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

■
遊
休
農
地
の
草
刈
や
管
理
を

　
遊
休
農
地
を
放
置
し
て
お
く
と
、

作
付
け
が
で
き
な
く
な
る
と
同
時
に

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど
の
寝
床
と
な

 
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
農
業
委
員
会
（
☎
82
・
５
７
８
１
／
IP
☎
88
・
９
０
８
９
）

り
、
他
の
良
好
な
農
地
ま
で
獣
害
に

さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
雑
草
の
繁
茂
に
よ
り
害
虫

や
花
粉
症
の
発
生
源
と
な
り
、
住
環

境
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に

荒
廃
地
周
辺
の
方
々
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
農
地
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め

に
、
少
な
く
と
も
年
2
回
以
上
の
草

刈
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
市
内
農
地
の
賃
借
料
情
報

　
平
成
28
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日

ま
で
の
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
賃
借

料
は
次
の
と
お
り
で
す
。
賃
貸
借
契

約
の
目
安
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
内
４
地
区
で
『
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
基
本
協
定
』
を

締
結

　
市
で
は
、市
内
４
地
区
に
お
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
将
来

像
、
基
本
と
な
る
取
組
を
取
り
ま
と

め
た
『
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
』
を

策
定
し
、『
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

基
本
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
広
報
６
月
号
に
掲
載
予
定

で
す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

窓
口
で
も
説
明
い
た
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

地
震
と
住
ま
い
を
考
え
る
市

民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　
地
震
の
活
動
期
を
見
据
え
、
安

心
・
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
に
関
す

る
講
演
会
と
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
耐
震
診
断
や
改
修
に
興
味
の

あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
17
日
（
土
）

　（
講
演
会
）
13
時
～
15
時
10
分

【
場
所
】
榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

【
内
容
】
講
演
「
耐
震
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
・
省
エ
ネ
の
コ
ツ
と
上
手
な

補
助
金
活
用
方
法
」、
市
の
補
助

制
度
や
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
紹
介

【
そ
の
他
】
託
児
可
（
要
事
前
連
絡
）

※
詳
し
く
は
来
月
号
折
込
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

宇
陀
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
写

真
展
　
２
０
１
７
を
開
催

　
市
内
に
は
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世

ま
で
数
多
く
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
宇
陀
松
山
城
跡
を
は
じ
め
、

多
く
の
遺
跡
の
内
容
が
明
ら
か
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

９
遺
跡
を
写
真
や
パ
ネ
ル
で
紹
介

し
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

【
場
所
】
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
千

軒
舎
」（
大
宇
陀
拾
生
）

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
5
時

【
観
覧
料
】
無
料

【
展
示
遺
跡
】
宇
陀
松
山
城
跡
、
中

之
庄
遺
跡
、
本
郷
遺
跡
群
西
荻

窪
地
区
、
拾
生
歩
石
遺
跡
、
高
井

遺
跡
、
高
山
1
号
墳
、
文
袮
麻
呂

墓
、
古
市
場
古
宮
谷
1
号
墳
、
宇

陀
松
山
町

問
文
化
財
課

（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
を

任
命
し
ま
し
た

　
獣
害
を
防
ぐ
た
め
、
積
極
的
に
捕

獲
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を
市
長
が

任
命
し
ま
し
た
。
捕
獲
が
必
要
な
場

合
は
各
実
施
隊
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
捕
獲
で
き
る
動
物
は
、イ
ノ
シ
シ
、

シ
カ
、
サ
ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ヌ
ー

ト
リ
ア
で
す
。

※
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
（
敬
称
略
）

■
大
宇
陀
地
域
担
当
　

　
内
田
治
恒
（
小
附
）　
岸
本
留
太
郎

（
岩
室
）　
大
田
正
美
（
白
鳥
居
）　
吉

田
忠
雄
（
菟
田
野
岩
﨑
）

■
菟
田
野
地
域
担
当
　

　
吉
田
勝
一
（
古
市
場
）　
森
田
健
藏

（
見
田
）　
植
森
睦
也
（
稲
戸
）　
中
西

正
（
岩
崎
）

■
榛
原
地
域
担
当

　
横
地
健
次
（
天
満
台
）　
大
西
正
和

（
笠
間
）　
中
尾
淳
次
（
長
峯
）　
堂
前

昇
（
檜
牧
）

■
室
生
地
域
担
当

　
日
樫
勉
（
大
野
）　
倉
林
章
文
（
大

野
）　
新
貝
進
（
室
生
）　
北
森
勧
造

（
三
本
松
）　
屏
賀
豪
才
（
深
野
）

問
農
林
課
　

（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

宇陀松山跡出土  鯱瓦
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（宇陀市立中央図書館）
★おはなし会（約 30 分）
　すくすくひろば（０～３歳）
　5 月 10・24 日（水）
    ①10：00 ～　②10：45 ～
　おはなしクラブ
　5 月 27 日（土）①10 ： 30～  （小さい子）  ②11： 15 ～（大きい子）
★放課後子ども教室
　5 月 10・17・24・31 日（水）15：30 ～
★映画会（約25 分） 『だんだらぼっち他』
   5 月 20 日（土）11：00 ～

（宇陀市立大宇陀図書館）
★おはなし会（60分）
   5 月20 日（土）10：30～　場所：和室（2F）
★映画会（約30分）『かしき長者・ソラ豆の黒いすじ』
　5 月13 日（土）10：30 ～　　　　場所：研修室（１F）

5月の休館日  2～5・9・16・23・30
中央図書館　☎ 82 － 4749・IP 88 － 9110
大宇陀図書館　☎ 83 － 0977( 代）

玩槭文庫 (がんしゅくぶんこ ) だより
５月 13 日（土）、「子ども読書の日」のイベント
として、野原でおはなし会を行います。
①10：30 ～②14：00 ～（約 30 分）
奈良カエデの郷ひらら 内☎ 84 ・ 2888

雑誌 ・ 寄贈本のリサイクル
　中央図書館・大宇陀図書館では、保存切れとなっ
た雑誌などをお譲りします。
　○お一人様５冊まで　○期間：5 月１0 日（水）～
　○場所　特設コーナー
　　　　　（図書館正面玄関入った所）

※在庫がなくなり次第、終了します。

開室日（土・日）
10：00 〜16：00

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
お
友
達
・
ご
家
族
・
地
域
で
気
軽
に

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
６
月
5
日
・
７
月
3
日
・
８
月

7
日
・
９
月
4
日
・
10
月
2
日
そ
れ

ぞ
れ
月
曜
日

　
各
日
、
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】
総
合
体
育
館
ほ
か

【
種
目
】歩
き
方
、ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
ワ
ナ
ゲ
ほ
か

【
参
加
費
】１
２
０
０
円（
５
回
分
ス
ポ
ー

ツ
保
険
込
）
当
日
徴
収

【
対
象
】
市
民

【
持
ち
物
】
上
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
申
し
込
み
】
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
問
ま
で

※
期
間
中
受
付
し
ま
す
。

問
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
榛
原 

南
尾
　

　（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
５
８
３
８
）

問
生
涯
学
習
課

（
☎
82
・
３
９
７
５
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４
／

Ｆ
Ａ
Ｘ 

82
・
３
９
０
０
）

初
夏
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
石
窯
教
室

　
野
外
で
本
格
石
窯
を
利
用
し
た
焼
き

た
て
の
パ
ン
や
ピ
ザ
を
食
べ
よ
う
!!

【
日
時
】
6
月
4
日
（
日
）
午
後
0
時
30

分
～
3
時
30
分
（
受
付
：
正
午
）

【
場
所
】
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

　奈良県よりＪリーグを目指すサッカーチーム「奈
良クラブ」が宇陀市民のみなさんを無料で入場観戦
できる「宇陀市民デー」を企画。ハイレベルなスポー
ツを観戦できる機会です。みんなでホームチームの
奈良クラブを応援しよう！　

【内容】日本フットボールリーグ（JFL）第 11 節
【日時】5 月 28 日（日）13：00 開始（11：30 開場）
【場所】ならでんフィールド（鴻ノ池陸上競技場：　
　奈良市法蓮佐保山 4-5-1）

【相手】ＦＣマルヤス岡崎
【引換場所】チケット販売ブース（会場正面玄関前）
【引換時間】11：00 ～ 14：15
※事前予約は必要ありません。当日会場で本人確認

（免許証などを持参）のうえ、チケットお渡しします。
　問商工観光課（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

JFL 奈良クラブ　ホームゲーム
「宇陀市民デー」を開催！

当日のエスコートキッズを募集しています！
   問ＮＰＯ法人奈良クラブ（☎ 0742・93・3815）

奈良クラブと宇陀市はスポーツを通じて、交流を深めています。
この取り組みは宇陀市が推進しているスポーツ・ツーリズム（ス
ポーツ大会などを行うことで宇陀市への交流人口を増やす事）
の一環であり、将来的にはサッカーの試合や関連イベントを行
うことも考えています。

【
内
容
】
各
グ
ル
ー
プ
　
パ
ン
1
個
、
ピ

ザ
1
枚

【
定
員
】
8
グ
ル
ー
プ
（
1
グ
ル
ー
プ
5

名
ま
で
。
一
人
で
も
可
）（
先
着
）

【
参
加
費
】
１
グ
ル
ー
プ
１
５
０
０
円

【
持
ち
物
】汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、エ
プ
ロ
ン
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

【
申
し
込
み
】
5
月
9
日
（
火
）
午
前
9

時
～
28
日
（
日
）
午
後
5
時
ま
で
☎
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

【
そ
の
他
】
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
一

般
駐
車
場
（
有
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
小
雨
決
行
。
中
止
の
場
合
は
、
個
別
に

連
絡
し
ま
す
。

問
平
成
榛
原
子
供
の
も
り
公
園

　（
☎
82
・
７
４
１
１
）



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
　
他

お
知
ら
せ
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鳥
見
山
つ
つ
じ
祭
り

５
月
7
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
　

【
場
所
】
鳥
見
山
公
園
一
帯

【
内
容
】
安
全
祈
願
祭
、
記
念
植
樹
、

山
の
上
の
音
楽
祭
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
鳥
見
山
公

園
名
所
ツ
ア
ー
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
、

各
種
バ
ザ
ー
　
な
ど

【
交
通
（
ア
ク
セ
ス
）】
当
日
、
イ
ベ

ン
ト
に
伴
い
車
輌
交
通
規
制
が
行

わ
れ
る
た
め
、
鳥
見
山
公
園
に
は

徒
歩
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
（
運
営
協
力
金
３
０
０

円
）

【
駐
車
場
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場
）】

市
総
合
体
育
館
駐
車
場

問
宇
陀
市
観
光
協
会
【
商
工
観
光

課
内
】

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

問
市
観
光
案
内
所
「
う
だ
観
処
」

（
IP
☎
88
・
９
０
４
９
）

▲山頂の展望台からはツツジと
一緒に市内を見渡せます

第 25 回献能 あきの螢能
( 特別出演　小笠原流　流鏑馬 )

【日時】６月 17 日（土）献能：18：30 ～（開場 16：30）
　　　　　　　　　　 流鏑馬：17：30 ～
※ 16：00 より呈茶のおもてなし ( 無料・先着 400 名 )

【場所】阿紀神社能舞台 ( 大宇陀迫間 )
　※雨天の場合は市文化会館で行います。

【献能】仕舞▼高砂・・大江信行、羽衣・・浦田保浩
　　　　　　 岩船・・浦田保親
　　 　狂言▼千鳥・・茂山千三郎
　　 　能楽▼鞍馬天狗白頭・・浦田保親

【前売入場料】大人 5,000 円（当日 6,000 円）

【チケット取扱所】商工観光課、市文化会館、道の駅
宇陀路大宇陀、市観光案内所「うだ観処」

問あきの螢能事務局【商工観光課内】
（☎ 82・2457 ／ IP ☎ 88・9081）

◀能楽　鞍馬天狗
公共交通に親しみ感じる２日間

■ご来場には公共交通機関をご利用ください■

10:00～17:00

道の駅「宇陀路大宇陀」および文化会館
（雨天決行）

1917年（大正6年）5月25日、
奈良県で最初の乗り合いバス
が松山自動車商会によって松
山（現在の大宇陀）・桜井間で
運行を開始して、100 周年を
迎えます！

当日は、イベントや物販、展
示など内容盛りだくさん！
ぜひご来場ください！

イベント盛りだくさん！

◀ボンネットバス
試乗会

（申込制 各回人数限定）

▲バス線士ナコーと
ローカルヒーロースクランブル

奈良県 バス 100 周年

問奈良交通お客様
サービスセンター

（☎ 0742・20・3100）

【
開
催
日
時
】
５
月
20
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

A
コ
ー
ス
：
薬
の
町 

宇
陀
松
山
（
２
ｋ
ｍ
）

　
森
野
旧
薬
園
～
薬
の
館
な
ど

Ｂ
コ
ー
ス
：
宇
陀
松
山
城
（
3.
ｋ
ｍ
）

　
松
山
城
跡
～
城
下
町
散
策

【
開
催
日
時
】
５
月
23
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
決
行
）

Ｃ
コ
ー
ス
：
古
代
史
の
舞
台 

阿
騎
野（

3
ｋ
ｍ
）

　
人
麻
呂
公
園
～
阿
紀
神
社
～
民
芸
館
な
ど

Ｄ
コ
ー
ス
：
織
田
家
松
山
藩
（
４
ｋ
ｍ
）

　
藩
屋
敷
跡
～
織
田
家
菩
提
寺
徳
源

寺
～
助
さ
ん
ゆ
か
り
の
寺
な
ど

【
集
合
場
所
】
道
の
駅 

宇
陀
路
大
宇

陀
第
２
駐
車
場

【
参
加
費
】
無
料
（
Ａ
コ
ー
ス
は
入

館
料
５
０
０
円
が
必
要
）

問
宇
陀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

事
務
局
【
商
工
観
光
課
内
】

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
地
域
の

見
ど
こ
ろ
を
案
内

ガ
イ
ド
と
歩
く
宇
陀
松
山▲薬の館（大宇陀上）
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課
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
健
康
増

進
課
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー
　

久
保
愛
香
　
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

馬
場
康
人
　
▼
公
園
課
　
今
西
聡
悟
　

▼
市
立
病
院
事
務
局
経
営
企
画
課
　

東
峯
賢
治

■
技
能
労
務
職　

教
育
総
務
課
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
　
岡
野
博

■
新
規
採
用　

企
画
課
　
東
條
有

紀
　
▼
税
務
課
　
九
之
池
龍
二
　
▼

健
康
増
進
課
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・

健
康
増
進
課
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ

ン
タ
ー
　
中
江
公
美
　
▼
こ
ど
も
未

来
課
　
田
中
拓
臣
　
▼
介
護
福
祉
課
　

今
西
光
弘
　
▼
建
設
課
　
木
内
拓
也
　

▼
公
園
課
　
皿
谷
健
介

《
幼
稚
園
・
保
育
所
・
こ
ど
も
園
》

■
園
長
・
所
長
級　

大
宇
陀
こ
ど
も

園
長
　
辻
本
春
美
　
▼
菟
田
野
保
育

所
長
　
中
村
つ
る
み
　
▼
榛
原
北
保

育
園
長
　
森
本
初
美
▼
室
生
こ
ど
も

園
長
　
笹
尾
昭
美
▼
榛
原
幼
稚
園

長
　
吉
岡
明
美
　
▼
榛
原
東
幼
稚
園

長
　
新
堂
昇
子
　
▼
榛
原
西
幼
稚
園

長
　
大
上
律
子
　

■
副
園
長
・
副
所
長
級　

榛
原
北
保

育
園
副
園
長
　
海
出
友
紀
子
　
▼
室

生
こ
ど
も
園
副
園
長
　
小
柴
由
佳
理
　

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
　
久

保
真
紀
子
　
▼
榛
原
幼
稚
園
副
園
長
　

谷
口
恵
美

■
園
長
補
佐
・
所
長
補
佐
級　

大
宇

陀
こ
ど
も
園
長
補
佐
　
山
本
千
容
　

▼
菟
田
野
保
育
所
長
補
佐
　
野
田
富

士
子
　
▼
榛
原
北
保
育
園
長
補
佐
　

森
岡
千
鶴
子
・
山
中
美
香
　

二
　
▼
介
護
福
祉
課
長
補
佐
　
吉
岡

秀
典
　
▼
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
所
長
補
佐
　
山
中
佳
奈
　
▼
農

林
課
長
補
佐 

　
今
西
宏
彰
　
▼
公

営
住
宅
課
長
補
佐
　
林
英
一
郎
　
▼

出
納
室
長
補
佐
　
山
岡
敏
二
　
▼
生

涯
学
習
課
長
補
佐
　
新
道
博
之
　
▼

生
涯
学
習
課
中
央
公
民
館
長
補
佐
　

内
田
恵
司　

■
主
任
級　

秘
書
広
報
情
報
課
　
北

川
雄
一
　
▼
秘
書
広
報
情
報
課
（
自

主
放
送
担
当
）　
徳
田
典
子
　
▼
危

機
管
理
課
　
橋
岡
延
代
　
▼
財
政
課
　

大
向
宏
和
　
▼
徴
収
対
策
課
　
玉
村

智
博
　
▼
市
民
課
　
松
本
有
子
　
▼

保
険
年
金
課
　
髙
台
晴
彦
　
▼
保
険

年
金
課
付
奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
　
泉
岡
善
則
　
▼
環

境
対
策
課
　
井
脇
通
容
　
▼
環
境

対
策
課
護
美
セ
ン
タ
ー
　
西
岡
剛

志
　
▼
健
康
増
進
課
・
健
康
増
進
課

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
・
健
康
増
進
課

室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー
　
笹

岡
俊
彦
　
▼
健
康
増
進
課
中
央
保
健

セ
ン
タ
ー
・
健
康
増
進
課
室
生
福
祉

保
健
交
流
セ
ン
タ
ー
　
西
山
澄
代
・

吉
田
抄
子
・
植
松
秀
香
・
木
戸
ち
さ

と
　
▼
農
林
課（
農
業
委
員
会
担
当
）　

大
門
美
加
　
▼
農
林
課
付
奈
良
県
農

林
部
新
た
な
森
林
管
理
体
制
準
備
室

派
遣
　
遠
藤
芳
徳
　
▼
公
園
課
　
石

本
真
実
　
▼
下
水
道
課
　
幸
田
智
子
　

▼
教
育
総
務
課
　
内
田
悦
子
　
▼
生

涯
学
習
課
総
合
体
育
館
　
森
本
健
一

■
一
般　

総
務
課
　
中
川
優
子
　
▼

企
画
課
　
笹
尾
陽
子
　
▼
健
康
増
進

憲
　
▼
市
立
病
院
事
務
局
医
務
課
長
　

荒
木
正
好
　
▼
水
道
局
施
設
課
主
幹
　

柳
竜
一
　
▼
生
涯
学
習
課
長
　
大
門

一
精

■
医
長
級　

国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
所
医
長
・
市
立
病
院
皮
膚
科
医
師
　

嶌
嵜
香

■
教
育
指
導
主
事　

教
育
委
員
会
事

務
局
指
導
主
事
　
鈴
口
真
也

■
課
長
補
佐
級　

総
務
課
長
補
佐

（
監
査
担
当
）　
河
野
昌
幸
　
▼
総
務

課
長
補
佐
・
行
政
改
革
推
進
室
長
補

佐
　
木
戸
敬
一
　
▼
危
機
管
理
課
長

補
佐
　
宮
軒
正
・
上
西
剛
司
　
▼
管

財
課
長
補
佐
・
建
設
課
長
補
佐
　
丸

岡
久
夫
　
▼
管
財
課
長
補
佐
　
藤
本

進
　
▼
大
宇
陀
地
域
事
務
所
地
域
市

民
課
長
補
佐
　
佐
々
岡
恵
　
▼
菟
田

野
地
域
事
務
所
地
域
市
民
課
長
補
佐
　

米
野
幸
也
・
中
谷
彰
　
▼
企
画
課
長

補
佐
　
田
中
徳
人
　
▼
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
長
補
佐
　
林
雅
子
　
▼
財
政

課
長
補
佐
　
藤
田
茂
樹
　
▼
税
務
課

長
補
佐
（
介
護
福
祉
課
臨
時
福
祉
給

付
金
担
当
）　
埜
中
都
子
　
▼
人
権

推
進
課
大
宇
陀
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
　
佐
々
岡
定
光
　
▼
人
権

推
進
課
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
　
東
向
ひ
と
み
　
▼
環
境

対
策
課
長
補
佐
　
前
田
剛
　
▼
健
康

増
進
課
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
・
健
康
増
進
課
室
生
福
祉
保
健
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
　
菊
岡
知

代
・
井
川
智
恵
子
・
上
田
和
代
　
▼

厚
生
保
護
課
長
補
佐
　
加
藤
光
晴
　

▼
こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐
　
松
本
淳

を
明
確
に
し
、
一
層
の
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

問
人
事
課

（
☎
82
・
１
３
０
３
／
IP
☎
88
・
９
０
６
９
）

《
４
月
１
日
付
人
事
異
動
》

■
部
長
級　

農
林
商
工
部
長
　
久
保

裕
一
　
▼
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　

中
西
玲
子

■
次
長
級　

室
生
地
域
事
務
所
長
　

藤
田
卓
也
　
▼
企
画
財
政
部
次
長
・

財
政
課
長
事
務
取
扱
　
山
口
浩
次
郎
　

▼
農
林
商
工
部
次
長
・
産
業
企
画
課

長
事
務
取
扱
　
奥
久
幸
　
▼
会
計
管

理
者
心
得
・
出
納
室
長
事
務
取
扱
　

藤
本
昌
宏

■
課
長
級　

秘
書
広
報
情
報
課
長
　

勝
村
茂
之
　
▼
人
事
課
長
　
幸
田
吉

生
　
▼
総
務
課
主
幹
・
行
政
改
革
推

進
室
主
幹
　
山
岡
宏
充
　
▼
室
生
地

域
事
務
所
地
域
市
民
課
長
　
岡
本
徳

幸
　
▼
企
画
課
長
　
山
口
久
夫
　
▼

企
画
課
付
桜
井
宇
陀
広
域
連
合
事
務
局

派
遣
　
長
田
滋
朗
　
▼
ま
ち
づ
く
り

支
援
課
長
　
鈴
木
隆
仁
　
▼
税
務
課

長
　
辰
己
多
美
子
　
▼
保
険
年
金
課

長
　
中
岡
忠
義
　
▼
健
康
増
進
課
主

幹
・
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
　
小

路
佐
智
代
　
▼
健
康
増
進
課
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
健
康
増
進
課

室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
　

的
場
且
江
　
▼
こ
ど
も
未
来
課
長
　

半
田
陽
子
　
▼
介
護
福
祉
課
長
　
小

林
博
文
　
▼
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ

ン
タ
ー
所
長
　
林
佳
江
　
▼
市
立
病

院
事
務
局
経
営
企
画
課
長
　
登
峠
和

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

　「
宇
陀
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

の
本
格
的
な
施
策
が
始
ま
っ
て
２
年

目
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
そ
の
深
化
を
目
指
す
と
共

に
、
暮
ら
し
や
す
く
交
流
が
盛
ん
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
宿

泊
施
設
誘
致
事
業
や
広
域
観
光
事
業

な
ど
の
観
光
戦
略
、
起
業
家
育
成
循

環
事
業
な
ど
の
移
住
・
定
住
促
進
強

化
、健
幸
都
市「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

宇
陀
市
」
の
実
現
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
導
入
へ
の
取
り
組
み
、
県

と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く
ま
ち
づ

く
り
基
本
計
画
策
定
な
ど
、
直
面
す

る
様
々
な
諸
課
題
等
に
対
応
す
る
た

め
、
オ
ー
ル
宇
陀
市
の
行
政
体
制
で

臨
ん
で
い
き
ま
す
。

《
職
員
数
、
組
織
に
つ
い
て
》

　
平
成
29
年
３
月
末
の
退
職
者
は
計

26
人
で
、
市
長
就
任
時
の
平
成
22
年

４
月
１
日
現
在
の
普
通
会
計
職
員
数

４
７
９
人
と
比
べ
、
平
成
29
年
４
月

１
日
時
点
で
は
３
６
０
人
を
割
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
改
編
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー

施
設
と
し
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

た
「
室
生
福
祉
保
健
交
流
セ
ン
タ
ー

ぬ
く
森
の
郷
」
の
施
設
内
に
「
宇
陀

市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
」
を
置
き
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
中
核
と
な
る
施
設



特
　
　集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

イ
ベ
ン
ト
・
そ
の
他

お
知
ら
せ
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▼
室
生
こ
ど
も
園
長
補
佐
　
堀
本
眞

由
美 
▼
榛
原
幼
稚
園
長
補
佐
　
吉

田
真
佐
美 
▼
榛
原
東
幼
稚
園
長
補

佐
　
米
田
弘
美 
▼
榛
原
西
幼
稚
園

長
補
佐
　
森
岡
三
起
子

■
教
諭
・
保
育
士
・
保
育
教
諭　

大

宇
陀
こ
ど
も
園
　
藤
井
祥
子
・
上
田

美
和
子
・
勝
田
慈
子
・
山
口
亜
紀
・

北
森
美
記
　
▼
榛
原
北
保
育
園
　
田

中
勢
津
子
・
鴨
池
初
美
　
▼
榛
原
西

幼
稚
園
　
山
内
明
美

■
新
規
採
用　

大
宇
陀
こ
ど
も
園
　

原
田
真
菜
美
　
▼
菟
田
野
保
育
所
　

辰
巳
友
唯
　
▼
榛
原
北
保
育
園
　
太

田
真
保

《
３
月
31
日
付
退
職
者
》

■
部
長
級　

山
本
喜
次
【
農
林
商
工

部
長
】　
▼
増
田
忠
昭
【
教
育
委
員

会
事
務
局
長
】

■
次
長
級　

小
路
善
典
【
室
生
地
域

事
務
所
長
】　
▼
峯
山
卓
巳
【
市
民

環
境
部
付
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合

派
遣
】　
▼
鴻
池
通
子
【
健
康
福
祉

部
次
長
・
医
療
介
護
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
所
長
事
務
取
扱
】　
▼
出
口
司

珠
子
【
会
計
管
理
者
心
得
・
出
納
室

長
事
務
取
扱
】

■
課
長
級　
小
林
伸
光
【
税
務
課
長
】　

▼
南
浦
寿
雄
【
健
康
増
進
課
主
幹
・

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
】　
▼

田
中
周
子
【
大
宇
陀
こ
ど
も
園
長
】　

▼
丸
山
由
起
【
榛
原
北
保
育
園
長
】　

▼
覚
地
幸
代
【
市
立
病
院
事
務
局
医

務
課
長
】　
▼
一
ツ
橋
弘
子
【
榛
原

幼
稚
園
長
】　
▼
岩
井
典
江
【
榛
原

西
幼
稚
園
長
】　
▼
吉
田
紀
代
子【
榛

原
西
幼
稚
園
副
園
長
】

■
教
育
指
導
主
事　

中
山
晴
美
【
教

育
委
員
会
事
務
局
指
導
主
事
】

■
課
長
補
佐
級　

井
上
義
尚
【
人
権

推
進
課
菟
田
野
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

所
長
補
佐
】　
▼
吉
本
靖
美
【
環
境

対
策
課
長
補
佐
】　
▼
仲
村
隆
【
厚

生
保
護
課
長
補
佐
】

■
主
任
級　

飯
降
宗
彦
【
生
涯
学
習

課
総
合
体
育
館
】　
▼
岸
上
徳
子【
大

宇
陀
こ
ど
も
園
】　

■
技
能
労
務
職　

桑
原
研
二
【
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
】　
▼
宮

井
和
代
【
市
立
病
院
事
務
局
経
営
企

画
課
】

職 

員 

募 
集

■
こ
ど
も
未
来
課

　
こ
ど
も
園
・
保
育
園
・
幼
稚
園

　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
登
録
者

　
　
　
　
　
　
　
　（
臨
時
職
員
）

【
要
件
】
保
育
資
格
の
あ
る
63
歳
ま

で
の
方

【
勤
務
時
間
】
勤
務
時
間
は
応
談

【
時
給
】
１
０
３
０
円

【
申
し
込
み
】
保
育
士
証
・
幼
稚
園

教
諭
免
許
状
を
持
参
の
う
え
、
こ

ど
も
未
来
課
ま
で
（
印
鑑
要
）

※
名
簿
登
録
制
で
す
。
臨
時
職
員
が
必

要
に
な
っ
た
と
き
に
、
登
録
を
し
た
方

の
中
か
ら
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課

（
☎
82
・
２
２
３
６
／
IP
☎
88
・
９
０
８
０
）

宇陀市安全安心メール
に必ず登録ください！

　　　①QRコードを読み取る方法
　上のＱＲコードを読み取り、サイトに接続
後、手順に従って登録をします。
②空メールを送る方法
ｔ－ｕｄａ＠ｓｇ－ｍ . ｊｐに空メールを送り、
返信されたメールに記載されている手順に従
　　って登録をします。

みんなでシェイクアウト！
レッツ　訓練！

1 分間の安全確保行動‼

宇陀市いっせい地震行動訓練

5/28（日）　　　　　　　

AM8：00 と 9：00 の２回
　この訓練の目的は、突然発生する大きな地震から犠牲者を
出さないこと。グラッ！ときたら、とっさに身を守る行動を
とります。『あなたは、冷静に対応できますか？』一瞬の判断
が生死を分けるのです。
　自分の身体は自分の努力によって守る『自助』と、地域や
近隣の人々が協力し合う『共助』が重要です。地域での避難
訓練や防災学習会に、気楽に参加しましょう。

～いざというとき　あわてず落ち着いて行動を！～

問危機管理課（☎ 82・1304／ IP ☎ 88・9070）

　訓練開始１分前と、訓練開始は防災行政無線や
安全・安心メールで合図を行います。

サイレンが鳴ったらレッツ！シェイクアウト！
各自、その場で姿勢を低くして、手で頭を守るな
ど、１分間身を守る行動をとってください。

防災訓練で地域・宇陀市の防災力を高めましょう！

合図にサイレンを
吹鳴！

宇陀市公式ホームページ

市の公式 Facebook もホームページ上でも
見ることができます

【 市政情報 > 広報 > 市政トピックス】

Get !!

　

宇陀市の情報をココで

宇陀市役所

観光情報や行政情報、子育て情報等、随時更新中 !!
　youtube で、過去のうだチャン 11の放送も見れるよ！

宇陀市公式 Facebook



　2017年5月号 34

日赤社資へのご協力ありがとうございました
　平成 28 年度の日赤社資募金について、市民の皆様のあ
たたかいご支援とご協力を賜り、多額の社資をお寄せいた
だきました。心からお礼を申し上げます。

宇陀市地区社資募金総額
　　　2,598,072円（平成29年3月31日現在）
　お寄せいただいた貴重な浄財は、災害等における救助活
動や救援物資の配布、血液事業等の様々な資金として使わ
れます。
　今年度も 5月を中心に全国一斉の「赤十字社員増強運動」
が展開されます。宇陀市地区として適正な会計処理をしな
がら進めてまいります。ご協力いただきますよう、よろし
くお願いいたします。

問厚生保護課（☎ 82・2221 ／ IP ☎ 88・9079）

自動車税の納期限は5月31日（水）
　自動車税は、毎年４月１日現在の所有者（割賦販売な
どの場合は使用者）に課税されます。必ず納期限までに
納付してください。納期限を過ぎると延滞金が加算され、
滞納処分（財産の差押えなど）の対象となります。

※住所を変更された方は、運輸支局ですみやかに変更
登録の手続をしてください。
問奈良県自動車税事務所・自動車税第一課
　（☎ 0743・51・0081）

金融機関や、コンビニ、ペイジー、インターネットを利
用したクレジットカードでも納付ができます。詳しくは、
納税通知書に同封のチラシをご覧ください。

問奈良県広域消防組合 宇陀消防署 予防課　（☎ 82・3199）

4 月 29日（土）
～ 5月 7日（日）

山火事予防運動

5月の文化会館だより　
かぎろひホールの催し  　　                                    （4 月 12 日現在）

日 曜日 催し物案内 主催者 開演時間 対象

14 日 第１回宇陀市吹奏楽
フェスティバル 同実行委員会 13：00

～ 一般無料

21 日 歌謡・舞踊の祭典 ビクター歌謡
山本教室 9：10～ 一般無料

27 土 奈良のバス
100 周年記念フェスタ 奈良交通㈱

10：00～
17：00

一般無料
28 日 10：00～

16：00
　５月の休館日（2 ～ 5・9・16・23・30 日）
　　　　　　　　　　　問宇陀市文化会館（☎ 83・0977）

 お 願 い
　火災とまぎらわしい煙または火災を発するおそれの
ある行為を実施する場合は、市役所、各地域事務所、
または宇陀消防署（予防課）へ届出を行ってください。

 火 災 が

    多 発
「火の用心
　森から聞こえる　ありがとう」
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